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研究成果の概要（和文）：自宅近隣の環境が人々の身体活動、健康に影響を与える要因として注

目されている。本研究では高齢者 1921 名（65-74 歳）を対象に質問紙による横断調査を実施

し、環境要因と身体活動・外出・社会参加との関連を検討した。その結果、歩行時間と環境要

因（運動場所へのアクセス、社会的環境、景観など）との間に関連が認められた。関連のパタ

ーンは身体活動の種類、性別によっても特徴的であり、一般成人を対象としたこれまでの研究

とも異なっていた。これらの要因を整備することが高齢者の健康づくり資することが示唆され

た。 

 
研究成果の概要（英文）：There are increasing attentions to neighborhood environment as 

physical activity determinants. This study examined the association between 

environmental attributes and physical activity among older adults (age: 65-74 years, 

N=1921) by cross sectional mail survey. The results showed the association of walking time 

with environmental attributes including access to exercise facilities, social environment 

and aesthetics. Patterns of associations differed by gender and type of physical activity.  

Also the results showed different patterns of associations from previous studies using 

young to middle aged adult sample. Results of this study suggest the importance of 

intervening environmental attributes for health promotion among older adults. 
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１．研究開始当初の背景 

高齢化社会を迎え、高齢者の身体機能、自
立度の維持・向上が重要な課題となっている。
これらの課題への対策には高齢者の身体活
動を推進することが重要だが、そのためには
身体活動の決定要因を明らかにして、効果的

な介入を行う必要がある。従来の研究では、
身体活動の決定要因に関する研究は個人の
心理学的要因に焦点をあてたものが多かっ
が、近年、米国、オーストラリアなどを中心
に身体活動を支援する環境要因に注目が集
まっている。しかし、これまでの研究で十分
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に検討されていない領域として、①日本にお
ける研究、②高齢者に焦点を絞った研究、が
あげられる。特に、②については海外でも研
究が尐なく、日本の高齢者の健康対策を進め
るためにも、日本の高齢者を対象とした研究
成果の蓄積が望まれる。 

 

２．研究の目的 

そこで本研究の目的は、日本の地域在住高
齢者を対象に、自宅近隣の環境と、身体活動
（外出、社会参加を含む）との関連を検討す
ることとした。 

 

３．研究の方法 

（１）研究デザイン、対象者、データ収集 
質問紙を用いた郵送による横断調査を実

施した。対象者は東京都文京区、東京都府中
市、静岡県駿東郡小山町の住民基本台帳より
無作為に抽出した 65-74 歳（抽出時）の地域
住民 2700 名とした。はじめに、各自治体よ
り 15地域（町丁目に一致する地域）を無作
為に抽出し、各地域より 60名を無作為に抽
出した。その際、性・年齢で層化を行い、60
名の内訳を、男女各 30名、65-69 歳・70-74
歳各 30名とした。その結果、各自治体 900
名、男女各 1350 名、各年齢層 1350 名が抽出
された。 

データ収集は 2010 年 2月から 3月にかけ
て実施した。回収率を高めるために、研究案
内状発送の発送、回答が得られない者への再
案内等を実施し、最終的に 2046 名（回収率
75.8%）より回答および同意書への署名を得
た。 

なお、本研究の実施に先立ち東京医科大学
倫理委員会へ審査を依頼し、承認を得た（承
認番号 1273）。研究の説明、同意書の取得と
も文書で行った。 
 
（２）評価項目 
質問紙によって表 1の項目を調査した。 
 
表 1：評価項目 
独立変数 

 
近隣の身体活動環境 (IPAQ-E) 

 
ソーシャルキャピタル 

従属変数 

 
身体活動 

  
国際標準化身体活動質問紙 (IPAQ) 

  
目的別歩行時間 

  
運動習慣 

  
筋トレ、ストレッチ、など 

 
座業時間 

 
外出、社会参加 

調整要因・その他 

 
生活状況（仕事、教育歴、同居者など） 

 
健康状態（SF-8、運動制限、内服） 

 
体力 

 
睡眠状況 

 
気分・抑うつ 

 
犬の飼育・犬の散歩 

  飲酒・喫煙 

IPAQ-E: international physical activity 
questionnaire environmental module 
 
① 従属変数の評価（身体活動） 

本稿では、研究成果のうち、特に高齢者に
おける近隣環境と目的別歩行時間との関連
を中心に報告する。そこで、上記指標のうち
従属変数の項目として目的別歩行時間の評
価について述べる。 

本研究では、先行研究によって妥当性が確
認されている目的別歩行時間質問紙を用い
た。以下の 5つの目的で実施する歩行につい
て、1週間の実施頻度（日/週）、実施日の平
均的な実施時間（分/日）を尋ねた。ⅰ）通
勤・通学、ⅱ）ウォーキング・散歩、ⅲ）買
い物等の日常生活、ⅳ）仕事中、ⅴ）その他。
本研究では自宅近隣の環境に着目した解析
を行うため、上記の歩行時間調査の結果のう
ち、以下の 3つのタイプの歩行について歩行
時間を算出した。a）近隣歩行時間(ⅰ＋ⅱ＋
ⅲ)、b）日常生活歩行時間（ⅱ）、c）散歩・
ウォーキング時間（ⅲ）。通勤・通学（ⅰ）
も自宅近隣での実施が予想されるが、高齢者
を対象とした本研究では実施している者の
割合が尐ないため通勤・通学（ⅰ）は解析し
なかった。 
② 独立変数の評価（環境） 

身体活動に関連する環境要因は IPAQ-E 
(international physical activity 
questionnaire environmental module)を用
いて評価した。評価項目は、1)世帯密度、2)
商店へのアクセス、3)公共交通へのアクセス、
4)歩道、5)自転車道、6)運動場所へのアクセ
ス、7) 治安、8) 交通安全、9)社会的環境（身
体活動を実施している人を見かけるか）、10)
景観、11)自家用車の有無、とした。先行研
究にならって環境良好、不良に二値化した。 
③ 統計解析 

ロジスティック回帰分析を用いて環境良
好な場合に活発に歩行を実施している（近隣
歩行時間≧150 分/週、日常生活歩行時間≧60
分/週（中央値）、散歩・ウォーキング≧30分
/時（中央値））オッズ比を算出した。調整要
因は年齢、性別、居住都市、仕事、教育、BMI、
主観的健康感とした。 
 
４．研究成果 
（1）主要な研究成果 

目的別歩行時間の解析が可能なデータが
得られた者は 1921 名だった（表 2）。 
 



 

 

表 2：対象者の特徴 
    N % 

性別 
  

 
男性 977 50.9  

 
女性 944 49.1  

年齢 
  

 
平均±標準偏差 69.5±2.9 

居住都市 
  

 
文京区 604 31.4  

 
府中市 658 34.3  

 
小山町 659 34.3  

仕事 
  

 
35 時間/週以上 331 17.2  

 
なし、あるいは 35時間/週未満 1590 82.8  

BMI 
  

 
25kg/m

2未満 1526 79.4  

  25kg/m
2以上 395 20.6  

 
主要な結果を表 3に示す。 

 
表 3：環境要因と目的別歩行時間の関連 
    OR 95%CI P値 

近隣歩行 
    

 
世帯密度 1.01  0.20  0.24  0.937  

 
商店へのアクセス 1.23  0.24  0.29  0.061  

 
公共交通機関 0.99  0.28  0.41  0.976  

 
歩道 1.26  0.28  0.35  0.067  

 
自転車道 1.08  0.20  0.24  0.480  

 
運動場所 1.23  0.23  0.28  0.047  

 
治安 0.96  0.17  0.22  0.715  

 
交通安全 1.15  0.21  0.25  0.168  

 
社会環境 1.39  0.25  0.32  0.001  

 
景観 1.48  0.27  0.33  0.000  

 
自家用車 1.21  0.26  0.34  0.126  

日常生活歩行         

 
世帯密度 1.03  0.20  0.25  0.813  

 
商店へのアクセス 1.22  0.24  0.29  0.076  

 
公共交通機関 1.03  0.30  0.44  0.854  

 
歩道 1.19  0.27  0.34  0.180  

 
自転車道 1.26  0.23  0.28  0.026  

 
運動場所 1.26  0.23  0.29  0.027  

 
治安 0.88  0.16  0.21  0.242  

 
交通安全 0.90  0.16  0.20  0.321  

 
社会環境 1.31  0.25  0.30  0.011  

 
景観 1.31  0.24  0.30  0.009  

  自家用車 1.43  0.31  0.40  0.004  

散歩・ｳｫｰｷﾝｸﾞ         

 
世帯密度 1.04 0.20  0.26  0.698  

 
商店へのアクセス 1.22 0.23  0.29  0.066  

 
公共交通機関 0.98 0.29  0.40  0.896  

 
歩道 1.09 0.24  0.31  0.500  

 
自転車道 0.94 0.17  0.21  0.567  

 
運動場所 1.17 0.22  0.26  0.132  

 
治安 0.97 0.18  0.22  0.751  

 
交通安全 1.07 0.20  0.23  0.530  

 
社会環境 1.42 0.26  0.33  0.001  

 
景観 1.55 0.29  0.34  0.000  

  自家用車 1.01 0.22  0.28  0.937  

OR: オッズ比、95%CI: 95%信頼区間 
 

近隣歩行と関連する要因は運動場所への
アクセス、社会環境（近所で歩いている人を
見かけるかどうか）、景観だった。歩行を目
的別に検討したところ、環境と歩行との関連
は歩行の目的によって（日常生活で実施する
歩行か、散歩・ウォーキングかによって）異
なったパターンを示した。社会的環境と景観
は日常生活歩行、散歩・ウォーキングのいず
れにおいても関連していたが、日常生活歩行
では、この2要因以外に自転車道、運動場所、
自家用車が関連する要因であった。 

男女別の解析（データ非表示）では、男女
で異なる関連のパターンが観察された。例え
ば、女性では商店へのアクセスが日常生活歩
行に関連していたが、男性では関連が認めら
れなかった。逆に、自家用車の保有は男性に
おいてのみ日常生活歩行との関連が認めら
れた。 

目的別歩行時間について得られた結果を
先行研究と比較するとおおよそ以下のよう
な考察が可能である。 

①高齢者では、若年成人において「散歩・
ウォーキングに関連するとされている環境
要因」すなわち、「運動場所へのアクセス」「社
会的環境」「景観」などが重要で、「日常生活
歩行に関連するとされている環境要因」すな
わち、「世帯密度」「商店へのアクセス」とい
った環境要因の重要性は相対的に小さいよ
うに思われる。 

②「日常生活歩行」と「散歩・ウォーキン
グ」に関連する環境要因は異なっていたが、
その違いは若年成人に比較して、やや不明瞭
であった。高齢者では「日常生活歩行」と「散
歩・ウォーキング」はその特徴が似通ってく
るのかもしれない。いくつかの説明が可能だ
が、例えば、高齢者においてはこれら 2つの
タイプの歩行を一緒に実施する可能性が考
えられるだろう。例えば、散歩を兹ねて買い
物を行うなどの場合が考えられる。 

①②のことより、高齢者の歩行促進には、
歩行の楽しみを促進するような環境要因（従
来の研究で「散歩・ウォーキングに関連する
とされている環境要因」）の整備が重要であ
ることが示唆された。 

 
（2）その他の研究成果 

その他、本研究では、体力別の検討、アウ
トカムを社会参加、外出にした検討、ソーシ
ャルキャピタルと身体活動との関連、高齢者
の座業時間に関する検討、身体活動と睡眠・
抑うつの関連、犬の散歩の疫学、目的地への



 

 

アクセスと運動習慣との関連等の研究を実
施した。例えば、下記は地理情報システムを
用いて客観的に計測した環境要因（電話帳よ
りコンビニエンスストア、公園、運動施設の
立地を同定した）と運動習慣との関連を検討
した結果である。 
 
表 4：GIS で評価した目的地へのアクセスと
余暇時間に実施する運動習慣との関連 

    OR (95%CI) P値 

男性 
  

 

コンビニ 1.34 (0.98, 1.82) 0.063  

 

公園 0.90 (0.66, 1.23) 0.498  

 

運動施設 0.79 (0.56, 1.10) 0.164  

女性 

  

 

コンビニ 0.97 (0.71, 1.31) 0.825  

 

公園 0.96 (0.71, 1.30) 0.791  

  運動施設 1.48 (1.06, 2.07) 0.021  

OR: オッズ比、95%CI: 95%信頼区間 
 

男性ではコンビニの近くに住んでいるこ
と、女性では運動施設の近くに住んでいるこ
とと運動習慣との間に関連が認められた。環
境要因の測定に地理情報システムを活用し
た研究は日本では極めて尐なく、客観的に評
価された環境と運動習慣に関連が認められ
たことの意義は大きいと考える。 
 
（3）本研究の位置づけ、インパクト、今後
の展望 

身体活動環境に関する研究は、今後、健康
増進対策を進める上で重要と考えられるが、
日本における研究はまだ尐ない。また、高齢
者については海外も含めて研究が限られて
おり、本研究は貴重な知見を提供している。
若中年成人とは異なる結果が得られ、今後の
高齢者の身体活動推進対策を進めていく上
で参考となる結果だった。 

今後はさらに高齢者を対象とした研究の
蓄積が必要だが、①様々な地域において研究
を実施すること、②環境、身体活動の測定に
客観的な指標（加速度計、地理情報システム
など）を用いること、③よりエビデンスレベ
ルの高い研究デザイン（縦断研究、介入研究）
で研究を実施すること、④環境研究の成果を
実際の政策に生かすための研究、などが課題
と考えられる。 
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